
-研究用試薬 -

Tenascin-C 

Assay Kits (96Well) / 抗体製品

テネイシンC (Tenascin-C) は細胞外マト
リックス糖タンパク質の一種です。
ヒトテネイシンC の1つのサブユニットは分
子量210～400 kDaで、N末側からcoiled-

coilを作るTAドメイン配列があり、続いて
EGF様配列が繰り返され、さらにフィブロ
ネクチンタイプⅢ（FNⅢ）繰り返し配列があ
ります。

このFNⅢ繰り返し配列には選択的スプラ

イシングを受ける領域があり、分子量の異
なる多種のバリアントをつくり出しています。
C末にはフィブリノーゲン様部位があります。
このサブユニットがN末付近のコイル状部
位でより合わさって3量体になり、さらにこ
れらがS-S結合によって結合して6量体と
なり組織に存在しています。
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製品

コード

検出対象 製品名 定価

（税抜き）

測定範囲

(ng/mL)

測定対象

27751 H Human Tenascin-C Large 

(FNⅢ-C) Assay Kit - IBL

98,000円 0.38 ～ 24 ヒトの血清, 血漿（ヘパリン）, 培養上

清(EDTA, クエン酸,  NaFで採取した血

漿ではやや低値を示す傾向があります）

血液検体推奨希釈倍率：約5倍

27767 H/M/R Tenascin-C Large (FNⅢ-B) 

Assay Kit - IBL

98,000円 0.20 ～ 12.5 マウス, ラット, ヒトの血清, 血漿(EDTA), 

培養上清 (倍費中のFBS, FCSにも交差

しますんで、無血清培地を使用するか、

陰性対照の設定をおすすめします）血液

検体推奨倍率： 400 – 1,600倍

製品

コード

製品名 アプリケーション 定価

（税抜き）

容量 小容量※

10337 Anti-Human Tenascin-C (EGF Like Domain) 

(4F10TT) Mouse IgG MoAb
IHC (※ト) 約5μg/mL

WB 約 1μg/mL

58,000円 100μG 10μG

10335 Anti-Human Tenascin-C (Domain B) (4C8MS) 

Mouse IgG MoAb
IHC (※MW) 約5μg/mL

WB 約 5μg/mL 

58,000円 100μG 10μG

Assay Kits

抗体製品

※ト：トリプシン処理が必要。 ※MW：マイクロウェーブ処理が必要。
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テネイシンC の構造

【検出対象】 H:  ヒトM: マウス R: ラット

※一律15,000円

取扱い販売代理店
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Tenascin-C

10337 Anti-Human Tenascin-C (EGF Like Domain) (4F10TT) 

Mouse IgG MoAb

本製品は、全てのバリアントに定常的に存在するEGF様配列にエピトープを

有するモノクローナル抗体です。器官発生、腫瘍、各種ストレスに対する細胞
障害、創傷治癒、再生および線維化などの研究に有用です。マウス、ラット、
ニワトリおよびウサギに交差性が認められています。

10335 Anti-Human Tenascin-C (Domain B) (4C8MS) 

Mouse IgG MoAb

本製品は、高分子量バリアントに挿入されるFNIII繰り返し配列中のドメイン
B (FNIII-B)にエピトープを有するモノクローナル抗体です。このテネイシンC

高分子量バリアントは、選択的酢プライシングを受けた低分子量バリアント
が正常組織にも恒常的に存在するのに対し、さまざまな病変組織で特異的
に発現しています。また、このバリアントの腫瘍における機能が注目されて
います（参考文献10)。マウス、ラットに交差性が認められています。

ヒト乳癌組織の染色像。左が本製品4F10TTによる染
色像。右側が同じく本製品4C8MSによる染色像（参考
文献10より引用）。
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テネイシンC測定キットは、2種類があります。それぞれテネイシンC高分子量バリアントにある
FNIII繰り返し配列中に挿入されるドメインを特異的に認識し、それらを含むサブユニットを持つ
テネイシンC高分子量バリアント(“Large” で表す)をそくていすることができます。選択的にスプ

ライシングを受けた低分子量バリアントが正常組織にも恒常的に存在するのに対し、これらのテ
ネイシンC高分子量バリアントは、さまざまな病変組織で特異的に発現していると言われてます。
これらのキットで測定するのは、テネイシンC分子各バリアントの総量ではありませんのでご注
意ください。

27751 Human Tenascin-C Large (FNⅢ-C) Assay Kit – IBL

27767 Tenascin-C Large (FNⅢ-B) Assay Kit - IBL 


